
 

できました！イチゴの病害虫防除マニュアル 

―紫外光照射で病害虫を抑制― 
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背景とねらい： 
紫外光照射と光反射シートの組み合わせにより、施設イチゴ栽培の難防除病害虫であ

るイチゴうどんこ病とハダニを同時に防除できる技術を開発しました。施設イチゴ栽培

は、全国各地で多様な品種や栽培方式により栽培されています。そこで、地域別に開発

技術の実証試験を実施し、共通の課題と地域特有の課題を明らかにし、それぞれに必要

な解決手法を確立しました。これにより、イチゴの減農薬・安定生産が可能となりま

す。また、速やかな現地普及を図るため、マニュアルを策定しました。 

 

特長と効果： 
紫外光照射を基幹とした病害虫同時防除技術を全国各地で適用するため、各道県にお

いて、作型、品種、日照などが異なる様々な条件下で実証試験を行いました（図１）。

光反射シートの効率的な設置方法や天敵カブリダニとの併用によるハダニ防除効果の安

定化など、得られた成果を基に、病害虫防除に関する薬剤散布回数を慣行の７割削減と

する「イチゴの病害虫防除体系マニュアル」（技術編と各地域事例編）を作成しました

（図２）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図１ 現地実証圃場（左上：兵庫県の土耕栽培、左下：香川県の高設栽培）と病害虫防除

結果（右上：兵庫県のハダニ防除結果、右下：香川県のうどんこ病防除結果） 
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図２ 「紫外光照射技術を基幹としたイチゴの病害虫防除マニュアル」の表紙 

 
社会実装の対象と可能性： 

マニュアルの技術編では、紫外光照射による防除のメカニズムから紫外光照射の方法

および現地導入に際しての共通の留意点などの技術情報を、各地域事例編では、地域別

の導入事例や経営評価を紹介しています。高設・土耕それぞれの栽培方法に対応してお

り、全国各地の施設イチゴ生産者へ速やかに普及できると考えられます。 
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